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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期
第３四半期
累計期間

第81期
第３四半期
累計期間

第80期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 7,952,796 7,813,287 10,261,990

経常利益（千円） 36,194 63,809 37,185

四半期（当期）純利益（千円） 25,425 57,279 25,981

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 703,310 703,310 703,310

発行済株式総数（株） 14,066,208 14,066,208 14,066,208

純資産額（千円） 686,518 911,887 779,083

総資産額（千円） 6,144,200 6,117,957 5,837,145

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 1.81 4.08 1.85

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 11.2 14.9 13.3

　

回次
第80期
第３四半期
会計期間

第81期
第３四半期
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 3.68 2.93

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要な変更はあり

ません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

　

(1）業績の分析

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に回復の動きが見られたものの、

長期化が見込まれる電力供給不足への対応や、欧州を中心とした世界的な金融市場の混乱の影響などにより依然と

して先行き不透明な状況が続いております。

　このような環境下、当社は引き続き「伝統的既存商権の拡充」と「新規商権の伸長」を基本戦略とした「収益力

の最大化」に取り組んでまいりました。

　この結果、当第３四半期累計期間の業績は売上高78億13百万円（前年同期比1.8％減）、営業利益は１億１百万円

（同34.1％増）、経常利益は63百万円（同76.3％増）、四半期純利益57百万円（同125.3％増）となりました。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。
①寝装用原料
　前期に引き続き優良客先との取引伸長に努めてまいりましたが、初冬の気温が高かった事や世界経済停滞によ
る消費不振等より売上高は26億84百万円（前年同期比0.4％減）、営業利益は90百万円（同11.6％減）となりま
した。
②寝装製品　
　提案型商品、夏物軽寝具の伸長により増益となりましたが、冬物寝具の不振により売上高は14億86百万円（前年
同期比14.6％減）、営業利益は55百万円（同8.4％増）となりました。
③リビング・インテリア用品
　前期に引き続き大手通販会社との取引伸長に努めた結果、売上高は13億69百万円（前年同期比2.3％増）、営業
利益は63百万円（同20.4％増）となりました。
④生地反物等繊維製品
　アパレル用生地の伸長により売上高は12億58百万円（前年同期比6.5％増）、営業利益は59百万円（同10.1％
増）となりました。
⑤生活関連用品
　前期に引き続き農業用資材の伸長により売上高は９億95百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は20百万円
（同82.5％増）となりました。
⑥その他
　その他の売上高は17百万円（前年同期比3.6％減）、営業損失は10百万円（前年同期は４百万円の営業損失）と
なりました。

　
(2）事業上及び財務上の対処すべき課題
　当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題
はありません。　

　
(3）研究開発活動
　該当事項はありません。　

　
(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し
　当第３四半期累計期間において経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,066,208 14,066,208
大阪証券取引所市場

第二部

単元株式数

1000株

計 14,066,208 14,066,208 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 14,066,208 － 703,310 － 138,353

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認出来ないため、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成24年９月30日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】 

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 　　30,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 13,982,000 13,982 －

単元未満株式 普通株式　　　 54,208 － －

発行済株式総数 14,066,208 － －

総株主の議決権 － 13,982 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式2,000株が含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　

②【自己株式等】 

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

カネヨウ株式会社
大阪市中央区久太郎町４

丁目１番３号
30,000 － 30,000 0.21

計 － 30,000 － 30,000 0.21

　

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】
１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年10月１日から平成24年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）の四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態・経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.3％

売上高基準 1.0％

利益基準 3.4％

利益剰余金基準 1.1％

※　会社間項目の消去後の数値により算出しております。

　なお、利益基準を適用するにあたり、事業年度ごとに損益の額が著しく変動しているため、最近５年間の平均を用

いております。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 575,953 378,240

受取手形及び売掛金 ※3
 3,340,885

※3
 3,526,237

商品 831,167 1,027,253

その他 87,463 127,075

貸倒引当金 △26,665 △17,446

流動資産合計 4,808,804 5,041,360

固定資産

有形固定資産 587,245 579,661

無形固定資産 5,553 5,258

投資その他の資産 ※2
 435,541

※2
 491,677

固定資産合計 1,028,340 1,076,597

資産合計 5,837,145 6,117,957

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 2,766,599

※3
 2,965,256

短期借入金 1,665,053 1,581,510

未払法人税等 2,793 7,947

賞与引当金 12,700 6,356

その他 203,136 270,366

流動負債合計 4,650,282 4,831,437

固定負債

長期借入金 146,370 111,000

役員退職慰労引当金 31,963 38,473

その他 229,445 225,158

固定負債合計 407,779 374,632

負債合計 5,058,061 5,206,069

純資産の部

株主資本

資本金 703,310 703,310

資本剰余金 138,353 138,353

利益剰余金 △431,333 △374,053

自己株式 △2,328 △2,344

株主資本合計 408,001 465,265

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 57,241 108,216

繰延ヘッジ損益 13,545 38,110

土地再評価差額金 300,295 300,295

評価・換算差額等合計 371,082 446,622

純資産合計 779,083 911,887

負債純資産合計 5,837,145 6,117,957
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（２）【四半期損益計算書】
　　【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 7,952,796 7,813,287

売上原価 7,447,796 7,301,043

売上総利益 504,999 512,243

販売費及び一般管理費 429,208 410,646

営業利益 75,790 101,597

営業外収益

受取利息 1,237 1,960

受取配当金 1,545 1,905

受取賃貸料 11,700 11,700

その他 317 222

営業外収益合計 14,800 15,787

営業外費用

支払利息 42,496 42,458

賃貸収入原価 11,554 10,254

その他 346 862

営業外費用合計 54,396 53,574

経常利益 36,194 63,809

特別損失

本社移転費用 10,018 －

特別損失合計 10,018 －

税引前四半期純利益 26,175 63,809

法人税、住民税及び事業税 750 6,530

法人税等調整額 － －

法人税等合計 750 6,530

四半期純利益 25,425 57,279
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

　これによる影響額は軽微であります。 

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

１．受取手形割引高

 
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形割引高 30,745千円 56,026千円

　なお、受取手形割引高に含まれる輸出貿易信用状取引における銀行間決済未済の銀行手形買取残高は、前事

業年度20,734千円、当第３四半期会計期間47,633千円であります。

　

※２．資産の額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

投資その他の資産 43,935千円 44,613千円

　

※３．四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末

日残高に含まれております。

 
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 246,842千円 112,724千円

支払手形 169,008千円 122,121千円

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に係る

減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
　
　

前第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 　11,052千円 　9,557千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
寝装用原料 寝装製品

リビング・
インテリア
用品

生地反物
等繊維製
品

生活関連用
品

計

売上高  　 　      

外部顧客へ

の売上高

 

2,695,702

1,741,789

　

1,338,292

　

 

1,182,112
 976,587 7,934,48418,3117,952,796

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

 93,27915,154　 44　  594  319 109,392155 109,547

計
 

2,788,981

1,756,944

　

1,338,337

　

 

1,182,706
 976,906 8,043,87718,4668,062,344

セグメント利

益又は損失

（△）

 102,38551,260　 52,455　  53,728 11,041 270,871△4,122266,749

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネットショップ

事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 270,871 　

「その他」の区分の損失（△） △4,122 　

全社費用（注） △190,958 　

四半期損益計算書の営業利益 75,790 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
寝装用原料 寝装製品

リビング・
インテリア
用品

生地反物
等繊維製
品

生活関連用
品

計

売上高  　 　      

外部顧客へ

の売上高

 

2,684,750

1,486,713

　

1,369,633

　

 

1,258,615
 995,925 7,795,63817,6487,813,287

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

 74,86833,632　 105　  693  144 109,44430 109,474

計
 

2,759,618

1,520,346

　

1,369,738

　

 

1,259,309
 996,069 7,905,08217,6797,922,761

セグメント利

益又は損失

（△）

 90,52955,558　 63,165　  59,135 20,155 288,544△10,274278,269

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネットショップ

事業等を含んでおります。　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 288,544 　

「その他」の区分の損失（△） △10,274 　

全社費用（注） △176,672 　

四半期損益計算書の営業利益 101,597 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1円81銭 4円8銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 25,425 57,279

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 25,425 57,279

普通株式の期中平均株式数（株） 14,036,544 14,035,578

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

　 

平成25年２月14日

カネヨウ株式会社

取締役会　　御中
新日本有限責任監査法人

　 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 坂井    俊介　　印

 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 前川　　英樹　　印

 

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカネヨウ株式会

社の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの第８１期事業年度の第３四半期会計期間（平成２４年１０月

１日から平成２４年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年１２月３１日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カネヨウ株式会社の平成２４年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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